
新規事業採択時評価結果（平成１９年度新規事業化箇所） 
担 当 課：道路局 国道・防災課  

事業の概要 

 

事業名 一般国道７号 青森西
あおもりにし

バイパス（Ⅱ期） 
事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

東北地方整備局 

起終点 
自：青森県青森

あ お も り

市大字戸門
と か ど

 

至：青森県青森
あおもり

市大字新城
し ん じ ょ う

字平岡
ひ ら お か 延長  ４．３ｋｍ 

事業概要  

一般国道７号は、新潟県新潟
にいがた

市から青森県青森
あおもり

市に至る延長５３４ｋｍの一般国道である。 

青森西バイパス（Ⅱ期）は、延長４．３ｋｍの一般国道７号の４車線道路である。 

 

事業の目的、必要性  

青森西バイパス（Ⅱ期）は、一般国道７号の交通混雑の緩和、事故の減少等を図るとともに、東北新幹線新

青森駅開業（平成２２年度予定）による新幹線新駅、重要港湾青森港等の交通拠点間の連絡強化を図り、地域

間の交流・連携の活性化に大きく寄与するものである。 

 

全体事業費 ４２億円 計画交通量 ２７，８００台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

青森西バイパスは（Ⅱ期）、一般国道７号の交通混雑の緩和、事故の減少等を図るとともに、東北新幹線新

青森駅開業（平成２２年度予定）による地域間の交流・連携の活性化に大きく寄与することが期待されており、

青森市長をはじめとする５市２町の首長で構成される国道７号整備促進期成同盟会より早期整備の要望（平成

１８年１２月５日）を受けている他、多くの団体等から同様の要望を受けている。 

 
事業採択の前提条件  

 費用対便益 ：便益が費用を上回っている。 

 手続きの完了：都市計画変更手続き完了（昭和６２年７月）。用地買収済み。 

 

 

事業評価結果 

 

総費用

担当課長名：木村 昌司      

５２億円 総便益 １５３億円 基準年  費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ ３．０ 
事業費：     ３４億円 

維持管理費：   １８億円 

走行時間短縮便益：１４４億円 

走行費用減少便益：  ５億円 

交通事故減少便益：  ５億円 
平成１８年 

評価項目 評価 根拠 

東北直轄国道順位の上位２割に含まれる渋滞損失時間である当該区間の渋滞を解消

する。県内の国道７号で、未対策区間では一番目に高い 

（現況：約13.8万人時/年㎞） 

渋滞対策 ◎ 

【渋滞損失時間の改善】 約３０．２万人時/年 ⇒ 約８．７万人時/年 
※当該区間一般国道７号のセンサス区間の合計値

【1kmあたり渋滞損失時間】 約13.8万人時/年㎞（現況） 

青森県平均：約1.0万人時/年㎞(約13.8倍) 

全国平均 ：約2.0万人時/年㎞(約 6.9倍) 
※県平均、全国平均はともに一般県道以上のセンサス区間 

【渋滞度曲線】 東北直轄国道ｾﾝｻｽ区間における順位の中で、上位2割値に含まれる。 

青森県内平均傷事故率の4倍以上が含まれている当該区間の事故の減少が見込まれ

る。（現況：約147.1件/億台キロ） 

事故対策 ◎ 【死傷事故率】 約147.1件/億台キロ（現況）［死傷事故率(県内平均比)＝4.0］ 

 

【事故率曲線】 青森県内直轄国道区間における死傷事故率の中で、上位１割に含まれる。 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 － 注目すべき影響はない。 

住民生活 ◎

平成２２年開業予定の新新幹線駅への利便性向上 

（旧浪岡町～新青森駅の所要時間２６分→２０分） 

高次医療施設へのアクセス向上 

（県立青森中央病院への時間短縮に寄与する道路である：旧浪岡町役場～県立中央病院の所

要時間５２分→４６分） 

地域経済 ○
重要港湾青森港への利便性が向上 

（東北縦貫自動車道 青森ＩＣから重要港湾青森港への時間短縮に寄与する道路である：青

森ＩＣ～重要港湾青森港の所要時間約２８分→約２４分） 

災 害 ○ 冬期交通の利便性向上 

環 境 ○ CO2、NO2、SPM排出量の削減。  
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東北縦貫自動車道

人口：311,492人

一般国道7号 青森西バイパス

新規事業化

T’05＝21,869台/日

T’05＝28,414台/日

新規事業化

あおもりにし 

（Ⅱ期） 

青森県

秋田県 岩手県

（起） （終） 

青森西バイパス
一般国道７号

（Ⅱ期）

19

日常活動圏中心都市へのアクセス向上 

○ （旧浪岡町から県都青森市へのアクセス向上が見込まれる路線である：旧浪岡町～青森市の

所要時間４２分→３６分） 

地域社会 

－ 注目すべき影響はない。 事業実施環境 

 

採択の理由 
 費用便益比が３．０と便益が費用を上回っていることから事業採択の前提条件が確認できる。 

 また、渋滞損失の改善・交通事故の減少が見込まれ、かつ東北新幹線新青森駅開業（平成２２年度予定）に

よる新幹線新駅、重要港湾青森港等の交通拠点間の連絡強化を図り、地域間の交流・連携の活性化に大きく寄与

するもので当該事業の整備の必要性・社会全体への効果は高いと判断できる。 

以上より、本事業を採択した。 
 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


